
血伝統文化功労賞表彰式 

2 月27日、平成12年度五所川原市伝統文化功 へ 

労賞の表彰式が産経会館で行われ、地域伝統 

文化の保存、継承に努めてきた津軽塗師の― 

戸幸雄さん、和傘づくりの北川要二郎さん、 

そして虫送り火祭りの五所川原青年会議所の 

皆さんが表彰されました。 

‘一戸幸雄さん（83)田町 

昭和20年独立開業以来、津軽塗を数多

く製作し伝統技術の保存、発展に努めら 

れました。 

い／. 
北川要二郎さん（80) 毘沙門 

~ 

昭和17年以来、長年にわたり和傘の

製作に携わるとともに立侵武多の提灯

も手掛け、和傘職人の第一人者になっ

ています。 

昭和48年から虫おくりに火祭りを取り入

れ、年を重ねるごとに市民の祭りとして地

域に根付かせ、新しい郷土の祭りを創造し、 

発展に貢献されました。 

五所川原青年会議所

―理事長前田 修子さん 

~ 
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問合せ五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O19（内線 23) 

火災・救急出動概況 
五所川原消防署管内2月の火災、救急救助出動件数（単位：件） 

※1月の救助出動件数についてー部訂正があります。 
平成12年分が「月別」「累計」がそれぞれ「3」から「2」となります。 

平成12年度統一標語 

火をつけたあなたの責任最後まで 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 0 5 94 234 4 5 
平成12年 2 5 88 198 0 2 
比 	較 -2 0 6 36 4 3 

、
 

平
成
1
3年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
 

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

収
集
日
程
が

一
部
変
更
さ
れ
た
地
域
も

あ
り
ま
す
の
で
平
成
1
3年
度
ご
み
収
集

カ
レ
、
イ
ダー
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
出

し
間
違
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
0
 

◇
収
集
日
程
が
変
更
に
な
る
地
域
 

稲
実

・
光
ケ
丘
・
み
な
み
広
田

・
広

平

・
ひ
が
し
光
ケ
丘

・
広
田
の
一
部
 

※
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

収
集
曜
日
が
火
曜
日
か
ら
月
曜
日
へ

と
変
わ
り
ま
す
。
 

青
森
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
五

所
川
原
相
談
所
は
、
平
成
1
3年
3
月
3
1
 

日
を
も
っ
て
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
同
所
が
行
っ
て
き
た
就
業
（
内

職
）
相
談
は
、
4
月
か
ら
は
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
 

●

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
の
1
0時
か

ら
1
5時
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
 

「働
く
婦
人
の
家
」
 
で行
い
ま
す
。
 

●

右
記
以
外
の
日
 
毎
日
9
時
か
ら
、
 

1
6時
ま
で
電
話
相
談
い
た
し
ま
す
。
 

（
た
だ
し
、土
曜
、
日
曜
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
を
除
く
）
 

青
森
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
 

弘
前
相
談
所
 

弘
前
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
 

。
0
1
7
2
(
3
1)  
12
1
6
 

税
金
の
相
談
日
の
お
知
ら
世
 

税
務
課
 

内
線
4
2
1
 

国
税
局
で
は
、
毎
年
、
月
一
回
の
定

期
税
務
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

財
産
を
相
続
し
た
り
贈
与
を
受
け
た

場
合
の
税
金
、
土
地
な
ど
を
売
っ
た
場

合
に
か
か
る
税
金
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

方
、
税
金
に
つ
い
て
も
つ
と
詳
し
く
知

り
た
い
方
、
匿
名
で
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
 

予
約
は
要
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
開
設
日
 

4
月
か
ら
毎
月
第
2
水
曜
日

（
但
し
、
 

7
、
8
、
2
、
3
月
は
除
く
）
 

◇
相
談
時
間
 
1
0時
、
1
5時
 

◇
場
所
 

市
役
所
一
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
担
当
官
 

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
 

青
森
分
室
相
談
官
 

特
例
措
置
対
象
事
業
場
の

週
の
法
定
労
働
時
間
が
 

変
わ
り
ま
す
 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

公
0
1
7
（
刷
）4
1
1
2
 

「常
時
1
0人
未
満
の
労
働
者
を
使
用

す
る
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
（
映
画
制

作
の
事
業
を
除
く
）
、保
健
衛
生
業
、
 

接
客
娯
楽
業
の
事
業
場
」
（
特
例
措
置

対
象
事
業
場
）
の
1
週
間
の
法
定
労
働

時
間
は
現
在
4
6時
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
4
4時
間

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
特
例
措
置
対
象
事
業
場
以
外

の
事
業
場
の
法
定
労
働
時
間
は
平
成
9
 

年
4
月
1
日
か
ら
週
4
0時
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
青
森
労
働
基
準
局
、
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
5
3
月
 

中
央
公
民
館
公
（
3
5)
6
0
5
6
 

難
病
と
闘
う
青
年
、
義
人
の
心
か
ら

の
叫
び
が
、
い
の
ち
の
尊
さ
、
い
の
ち

の
輝
を
訴
え
ま
す
。
 

い
の
ち
の
教
育
の
大
切
が
問
わ
れ
て

い
る
今
、
あ
な
た
も
応
援
し
て
く
れ
ま

せ
ん
か
ー
ア
ニ
メ
映
画
「
ぼ
く
の
青
春
」
 

を
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の
 
「日

本
昔
ば
な
し
」
も
上
映
し
ま
す
の
で
、
 

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
2
4日
田
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
2
階
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
「
ぼ
く
の
青
春
」
、
ま
ん
が
 

「
日
本
昔
ば
な
し
」
 
よ
り
「針
か
つ

ぎ
姫
」
、
「
一
軒
家
の
姿
」
、
「ね
ず
み

経
」
、
「
に
ん
じん
と
ご
ぼ
う
と
だ
い

こ
ん
」
、
「く
わ
ず
女
房
」
、
「蛙
に
な

っ
た
ぼ
う
餅
」
 

◇
会
費
 
無
料
 

国
民
健
康
保
険被
保
険
者
の
 

修
学
中
の
特
例
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
4

・
2
1
5
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
修
学
の

た
め
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
際
、
 

世
帯
主
の
届
け
出
に
よ
り
、
親
元
世
帯

の
保
険
証
か
ら
④
と
表
示
さ
れ
た
保
険
 
 

証
が
も
う
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
⑨
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る

に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。
④
保

険
証
の
有
効
期
限
は
4
月
か
ら
翌
年
3
 

月
3
1日
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
入
学
、
 

進
級
シ
ー
ズ
ン
に
は
保
険
証
、
印
鑑
、
 

必
要
な
書
類
を
準
備
し
て
速
や
か
に
届

け
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
⑨
適
用
外
に
な
っ
た
ら
 

卒
業
証
明
書
、
卒
業
証
書
、
在
学
し

て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
い

ず
れ
か
、
あ
る
い
は
社
会
保
険
被
保
険

者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
資
格
取
得
証

明
書
（
社
会
保
険
証
も
可
）
と
、
国
保

保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
、
国
保
喪

失
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
そ
の
住
所
地
で
国
保
を
取
得

す
る
場
合
も
速
や
か
に
届
け
出
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。
 

五所川原市役所 公35- 2111 3 平成13年 3 月15日 

平
成
1
3年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
 

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
？
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
1
・
2
3
3
 

特
例
措
置
対
象
事
業
場
の

週
の
法
定
労
働
時
間
が
 

変
わ
り
ま
す
 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

公
0
1
7

（
刑
）
4
1
1
2
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会

5
3
月
 

中
央
公
民

館
廿

（3
5)
6
0
5
6
 

五所川原消防署管内2月の火災、救急、救助出動件数（単位:1 

※1月の救助出動件数について一部訂正があります。 
平成12年分が「月別」「累計」がそれぞれ「3」から「2」となります。 

平成12年度統一標語 

火をつけた あなたの責任最後まで 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 0 5 94 234 4 5 
平成12年 2 5 88 198 0 2 
比 	較 9 0 6 36 4 3 

問合せ五所川原地区消防事務組合消防本部台35-2O19（内線 23) 

火災・救急出動概況 

4
月
か
ら
毎
月
第
2
水
曜
日
（
但
し
、
 

平
成
1
3年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
 

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

収
集
日
程
が

一
部
変
更
さ
れ
た
地
域
も

あ
り
ま
す
の
で
平
成
1
3年
度
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ

ー
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
出

し
間
違
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

◇
収
集
日
程
が
変
更
に
な
る
地
域
 

稲
実

・
光
ケ
丘

・
み
な
み
広
田
・
広

平
・
ひ
が
し
光
ケ
丘
・
広
田
の
一
部

※
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

収
集
曜
日
が
火
曜
日
か
ら
月
曜
日
へ

と
変
わ
り
ま
す
。
 

青
森
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
五

所
川
原
相
談
所
は
、
平
成
1
3年
3
月
3
1
 

日
を
も
っ
て
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
～」
 

れ
ま
で
同
所
が
行
っ
て
き
た
就
業
（
内

職
）
相
談
は
、
4
月
か
ら
は
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
 

●

毎
月
第
2

・
第
4
水
曜
日
の
1
0時
か

ら
1
5時
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
 

「働
く
婦
人
の
家
」
で
行
い
ま
す
。
 

●

右
記
以
外
の
日
 
毎
日
9
時
か
ら
、
 

1
6時
ま
で
電
話
相
談
い
た
し
ま
す
。
 

（
た
だ
し
、土
曜
、
日
曜
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
を
除
く
）
 

青
森
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
 

弘
前
相
談
所
 

弘
前
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
 

。
0
1
7
2
(
3
1)
  
12
1
6
 

税
金
の
相
談
日
の
お
知
ら
せ
 

税
務
課
 

内
線
4
2
1
 

国
税
局
で
は
、
旬
自
、
月
一
回
の
定

期
税
務
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

財
産
を
相
続
し
た
り
贈
与
を
受
け
た

場
合
の
税
金
、
土
地
な
ど
を
売
っ
た
場

合
に
か
か
る
税
金
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

方
、
税
金
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
方
、
匿
名
で
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
 

予
約
は
要
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
開
設
日
 

7
、
8
、
2
、
3
月
は
除
く
）
 

◇
相
談
時
間
 
1
0時
、
1
5時
 

◇
場
所
 

市
役
所
一
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
担
当
官
 

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
 

青
森
分
室
相
談
官
 

「常
時
1
0人
未
満
の
労
働
者
を
使
用

す
る
商
業
、
映
画

・
演
劇
業

（
映画
制

作
の
事
業
を
除
く
）
、保
健
衛
生
業
、
 

接
客
娯
楽
業
の
事
業
場
」
（
特
例
措
置

対
象
事
業
場
）
の
1
週
間
の
法
定
労
働

時
間
は
現
在
4
6時
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
4
4時
間

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
特
例
措
置
対
象
事
業
場
以
外

の
事
業
場
の
法
定
労
働
時
間
は
平
成
9
 

年
4
月
1
日
か
ら
週
4
0時
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
青
森
労
働
基
準
局
、
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

難
病
と
闘
う
青
年
、
義
人
の
心
か
ら

の
叫
び
が
、
い
の
ち
の
尊
さ
、
い
の
ち

の
輝
を
訴
え
ま
す
。
 

い
の
ち
の
教
育
の
大
切
が
問
わ
れ
て

い
る
今
、
あ
な
た
も
応
援
し
て
く
れ
ま

せ
ん
か
ー
ア
ニ
メ
映
画
「
ぼ
く
の
青
春
」
 

を
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の
「
日

本
昔
ば
な
し
」
も
上
映
し
ま
す
の
で
、
 

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
2
4日
田
 
1
0時
、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
2
階
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
「
ぼ
く
の
青
春
」
、
ま
ん
が
 

「
日
本
昔
ば
な
し
」
 
よ
り
「針
か
つ

ぎ
姫
」
、「
一
軒
家
の
姿
」
、
「
ね
ず
み

経
」
、
「
に
ん
じん
と
ご
ぼ
う
と
だ
い

こ
ん
」
、「く
わ
ず
女
房
」
、
「蛙
に
な

っ
た
ぼ
う
餅
」
 

◇
会
費
 
無
料
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

修
学
中
の
特
例
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
修
学
の

た
め
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
際
、
 

世
帯
主
の
届
け
出
に
よ
り
、
親
元
世
帯

の
保
険
証
か
ら
④
と
表
示
さ
れ
た
保
険
 
 

証
が
も
う
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
〇
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る

に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。
〇
保

険
証
の
有
効
期
限
は
4
月
か
ら
翌
年
3
 

月
3
1日
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
入
学
、
 

進
級
シ
ー
ズ
ン
に
は
保
険
証
、
印
鑑
、
 

必
要
な
書
類
を
準
備
し
て
速
や
か
に
届

け
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
⑨
適
用
外
に
な
っ
た
ら
 

卒
業
証
明
書
、
卒
業
証
書
、
在
学
し

て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
い

ず
れ
か
、
あ
る
い
は
社
会
保
険
被
保
険

者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
資
格
取
得
証

明
書
（
社
会
保
険
証
も
可
）
と
、
国
保

保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
、
国
保
喪

失
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
そ
の
住
所
地
で
国
保
を
取
得

す
る
場
合
も
速
や
か
に
届
け
出
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。
 

五所川原市役所 公35-2111 3 平成13年 3 月15日 



親
子

川
柳
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室
 

図
書
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公
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小
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（
ポ
リ
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防接
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女
性
課内
線
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平成13年 3 月15日 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
 
字
 
斎
 藤
 
清
 
泉
 

〔
五
所
川
原
短
歌
会

〕
 

歩
行
者
の
優
先
唱
へ
る
役
人
さ
ん
歩
道
一
面
に
雪
を
飛
ば
す
は
 

北
川
要
ニ

郎
 

す
す
り
泣
く
ご
と
き
音
た
て
北
に
張
る
暴
風
網
は
吹
雪
守
れ
り
 

斉
藤
 

由
雄
 

風
除
室
に
彩
ふ
満
開

の
大
菊
に
訪
ね
来
し

人
感
嘆
の
声
 

関
 

喜
代

栄
 

雪
囲
に
疲
れ
て
コ
ー
ヒ
ー
含
み
っ
っ
妻
と
の
会
話
し
ば
し
途
絶
え
る
 

山
上
 

一
歩
 

崩
落
の
溶
岩
ド
ー
ム
を
頂
に
普
賢
岳
う
す
く
黄
ば
み
初
め
た
り
 

山
上
 
和
美
 

終
列
車
の
窓
に
手
を
振
る
友
の
髪
ゆ
ら
ぎ
し
時
に
ピ
ア
ス
が
光
る
 

蝦
名
 
麗
子
 

病
廊
ょ
り
岩
木
高
嶺
の
頂
上
に
沈
む
タ
日
を
と
き
め
き
て
見
つ
 

下
山
 
チ

エ
 

末
枯
れ
果

て
朝
日
に

静
も

る
葦
原
の
根
方

の
雪

の
白
く
耀
ふ
 

野
呂
三
枝

子
 

さ
は
さ
は
と
群
れ
咲
く
蕎
麦
の
休
耕
田
花
の
つ
ぶ
や
き
風
に
の
り
来
ぬ
 

浜
山
 

て
い
 

端
ぎ

つ
つ
岨
道
登
る
秋
山
に
轟
く
那
智
の
滝
の
見

え
来
る
 

山
形
 
礼

子
 

、
 

地区別日程表 

地区別 4 月 9 月 

みどり町、飯詰
梅沢 

4 日困 18日（火） 

松島地区、長橋
毘沙門、中川 5 日困 19日困 

南七
 
学
 
区
 
三
 
好

小
和
  

6 日国 21日金 

五小学区
松島町 9 日（月） 26日困 

栄 16日（月） 27日（木） 

〇
0
〇
0
0
 

国
で
は
こ
の
た
び
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
食
生
活
改
善
に
取
り
組
む
た
め
に

食
生
活
指
針
を
作
り
、
具
体
的
な
目
標
を

示
し
ま
し
た
。
次
の
十
項
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
下
さ
い
。
 

．
食
事
を
楽
し
み
味
わ
っ
て
食
べ
ま
し
よ

う
。
 

■

三
度
の
食
事
を
と
っ
て
、
穏
ゃ
か
な
生

活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。
 

■

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
よ
う
。
 

■

ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
食
べ

ま
し
よ
う
。
 

■

野
菜
、
果
物
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
豆
類
、
 

魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。
 

■

食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

■

適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
見

合
っ
た
食
事
量
に
し
ま
し
よ
う
。
 

■

食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し
と
き

に
は
新
し
い
料
理
も
作
っ
て
み
ま
し
よ

ー
フ
。
 

■

調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や
廃

棄
を
少
な
く
す
る
た
め
の
献
立
を
工
夫

し
ま
し
よ
う
。
 

四
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

図
書
館
で
は
親
子
川
柳
教
室
を
開
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
紙
と
鉛
筆
だ
け

で
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
川
柳
を

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
 

知
っ
て
い
る
よ
う
で
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
川
柳
と
い
う
も
の
を
知
る
よ
い
機
会

で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
ま
だ
図
書
館

に
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
方
は

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
 

帰
り
に
本
を
借
り
て
い
た
だ
け
れ
ば
な

お
結
構
で
す
。
 

●

3
月
3
1日
田
 
1
0時

、
1
2時

図
書
館
2
階
閲
覧
室
 

◇
講
師
 
対
馬
 
一
閃
先
生
 

◇
内
容
 
宿
題
の
川
柳
を
1
人
2
句
ず

つ
書
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。
メ
モ
用

紙
に
鉛
筆
書
き
で
い
い
で
す
。
5
・
 

7
・
5
の
1
7文
字
で
作
り
ま
す
。
 

（俳
句
と
違
う
の
は
季
語
が
い
り
ま

せ
ん
）
題
は
「
本
」
で
す
。
 

◇
対
象
 

親
子
で
も
祖
父
母
と
孫
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ご

一
緒
に
どう

ぞ
。
小
学
生
だ
け
、
中
学
生
だ
け
の

参
加
も
で
き
ま
す
。
 

◇
申
込
 
図
書
館
へ
お
電
話
で
、

住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
3
0名
で
締
め
切

り
ま
す
。
 

生
後
3
カ
月
か
ら
9
0カ
月
に
至
る
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。
6
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
、
2
回
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
1
歳
6
カ
月
ま
で
に
完
了

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

昨
年
又
は
今
ま
で
に
、
1
回
接
種
し

て
い
る
お
子
さ
ん
は
早
い
日
程
で
2
回

目
の
接
種
を
、
初
め
て
の
お
子
さ
ん
は
、
 

4
月
と
9
月
の
日
程
で
2
回
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
 

◇
受
付
時
間
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分

◇
接
種
場
所
 
働
く
婦
人
の
家
・
保
健

セ
ン
タ

ー
 

◇
注
意
事
項
 

①
下
痢
・
発
熱
 
他
の
予
防
接
種
を
し
 
 

て
間
も
な
い
お
子
さ
ん
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
の
う
え
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
（
白
色
）
 

を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
つ
れ
く
だ
さ
い
。
 

④
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で
来
ら
れ

た
方
は
、
市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

五所川原市役所 公35- 2111 

親
子

川
柳
教

室
 

図
書
館
 
公

（3
4)4
3
3
4
 

小
児
マ
ヒ
（
ポ
リ
オ）
予
防接
種

は
つ
ら
つ
女
性
課内
線
2
3
4
・2
3
6
 

4
 

平成13年 3 月15日 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
 
字
 
斎
 藤
 
清
 
泉
 

〔
五
所
川
原
短
歌
会

〕
 

歩
行
者
の
優
先
唱
へ
る
役
人
さ
ん
歩
道
一
面
に
雪
を
飛
ば
す
は
 

北
川
要
ニ

郎
 

す
す
り
泣
く
ご
と
き
音
た
て
北
に
張
る
暴
風
網
は
吹
雪
守
れ
り
 

斉
藤
 

由
雄
 

風
除
室
に
彩
ふ
満
開

の
大
菊
に
訪
ね
来
し

人
感
嘆
の
声
 

関
 

喜
代

栄
 

雪
囲
に
疲
れ
て
コ
ー
ヒ
ー
含
み
っ
っ
妻
と
の
会
話
し
ば
し
途
絶
え
る
 

山
上
 

一
歩
 

崩
落
の
溶
岩
ド
ー
ム
を
頂
に
普
賢
岳
う
す
く
黄
ば
み
初
め
た
り
 

山
上
 
和
美
 

終
列
車
の
窓
に
手
を
振
る
友
の
髪
ゆ
ら
ぎ
し
時
に
ピ
ア
ス
が
光
る
 

蝦
名
 
麗
子
 

病
廊
ょ
り
岩
木
高
嶺
の
頂
上
に
沈
む
タ
日
を
と
き
め
き
て
見
つ
 

下
山
 
チ

エ
 

末
枯
れ
果

て
朝
日
に

静
も

る
葦
原
の
根
方

の
雪

の
白
く
耀
ふ
 

野
呂
三
枝

子
 

さ
は
さ
は
と
群
れ
咲
く
蕎
麦
の
休
耕
田
花
の
つ
ぶ
や
き
風
に
の
り
来
ぬ
 

浜
山
 

て
い
 

端
ぎ

つ
つ
岨
道
登
る
秋
山
に
轟
く
那
智
の
滝
の
見

え
来
る
 

山
形
 
礼

子
 

、
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と
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取
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。
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。
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菜
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■
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肪
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し
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■

適
正
体
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を
知
り
、
日
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の
活
動
に
見

合
っ
た
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事
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に
し
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し
よ
う
。
 

■

食
文
化
や
地
域
の
産
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を
活
か
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と
き

に
は
新
し
い
料
理
も
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み
ま
し
よ

ー
フ
。
 

■

調
理
や
保
存
を
上
手
に
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無
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や
廃

棄
を
少
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す
る
た
め
の
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立
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工
夫
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し
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う
。
 

四
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分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
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図
書
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は
親
子
川
柳
教
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を
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く

こ
と
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し
た
。
紙
と
鉛
筆
だ
け

で
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
川
柳
を

体
験
し
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み
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は
い
か
が
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し
ょ
う
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知
っ
て
い
る
よ
う
で
も
よ
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わ
か
ら
な

い
川
柳
と
い
う
も
の
を
知
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よ
い
機
会

で
す
。
も
し
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し
た
ら
、
ま
だ
図
書
館

に
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
方
は
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書
館
に
足
を
運
ん
で
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だ
さ
い
。
 

帰
り
に
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を
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い
た
だ
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れ
ば
な

お
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構
で
す
。
 

●

3
月
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1日
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1
2時
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階
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室
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閃
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つ
書
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で
す
。
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の
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す
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の
は
季
語
が
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ま

せ
ん
）
題
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す
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母
と
孫
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せ
ん
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ぞ
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の
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加
も
で
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す
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で
、

住
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・
氏
名
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番
号
・
年
齢
を
お
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せ
く
だ
さ
い
。
3
0名
で
締
め
切

り
ま
す
。
 

生
後
3
カ
月
か
ら
9
0カ
月
に
至
る
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。
6
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
、
2
回
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
1
歳
6
カ
月
ま
で
に
完
了

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

昨
年
又
は
今
ま
で
に
、
1
回
接
種
し

て
い
る
お
子
さ
ん
は
早
い
日
程
で
2
回

目
の
接
種
を
、
初
め
て
の
お
子
さ
ん
は
、
 

4
月
と
9
月
の
日
程
で
2
回
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
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付
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間
 
1
2時
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、
1
2時
4
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種
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人
の
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・
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◇
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事
項
 

①
下
痢
・
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他
の
予
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を
し
 
 

て
間
も
な
い
お
子
さ
ん
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
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の
う
え
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

②
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子
健
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手
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と
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を
記
入
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て
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持
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く
だ
さ
い
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の
健
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状
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を
よ
く
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て
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る
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が
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だ
さ
い
。
 

④
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狭
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前
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広
場

を
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く
だ
さ
い
。
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第
2
回
鯵
ケ
沢
会
 

開
催
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所
 
容
（
3
4)
2
3
0
5
 

青
年
海
外
協
力
隊
及
び
 

シ
ーー
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

平
成
1
3年
度
 

春
募
集
説
明
会
に
つ
い
て
 

ス
ト
代
1
7
0
0
円
を
含
む
）
 

◇
締
切
 
4
月
3
日
因
（
定
員
8
0名
に
 

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◆
場
所
 

学
科
一
囲西
北
労
働
基
準
協
会
 

2
階
会
議
室
 

実
技
一
斎
勝
建
設開
構
内
 

＠
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
運
転
 

●

4
月
2
日
の
、
6
日
国
 

9
時
、
1
7時
 

（
た
だ
し
、大
型
特
殊
免
許
所
有
者
は
 

2
日
間
の
受
講
で
す
）
 

◇
対
象
 
最
大
荷
重
1
ト
ン
以
上
の
フ
 

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
業
務
 

◇
受
講
資
格
 
大
型
特
殊
・
大型
・
普
 

通
自
動
車
免
許
の
所
有
者
 

◇
受
講
料
 

①
大
型
・
普
通
自
動
車
免
許
の
所
有
者
 

3
万
1
2
2
3
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
 

含
む
）
 

②
大
型
特
殊
自
動
車

（カ
タ
ピ
ラ
限
定
 

付
き
を
除
く
）
免
許
の
所
有
者
 

1
万
3
2
2
3
円

（
テ
キス
ト
代
を
 

含
む
）
 

◇
締
切
 
3
月
2
6日
囲
（
定
員
8
0名
に
 

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

、
 

優
良
運
転
者
表
彰
の
お
知
ら
せ
 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ
 

55 35 
年年 

50 30 
年年 

に
該
当
す
る
方

昭
和
2
0年
・
2
5年
 

4
0年
・
4
5年

◆
受
付
期
間
 

◇
受
付
期
間
 

4
月
9
日
の
、
5
月
1
1日
国
 

※
締
切
日
必
着
 

◇
募
集
種
目
・
応
募
資
格
 

⑨
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生
 

・

大
学
卒
業
程
度
の
学力
を
有
し
、
2
0
 

歳
以
上
、
2
6歳
未
満

万
歳
未
満
は

大
卒
者
（
見
込
み
含
む）
］
の
方
 

・

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み）
 

は
2
8歳
未
満

（
海上
技
術
幹
部
候
補

生
は
、
理
学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了

者
に
限
る
。）
の
方
 

⑨
医
科

・
歯
科

・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
 

・

医
科
・
歯
科
 

専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）
で
2
0
 

歳
以
上
、
3
0歳
未
満
の
方
 

・

薬
剤
科
 

専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）
で
2
0
 

歳
以
上
、
2
6歳
未
満
（
薬
学
修
士
取
 

得
者
は
、
2
8歳
未
満
）
の
方
 

◇
試
験
期
日
 

1
次
 
5
月
2
6日
田
・
2
7日
⑩
 

万
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）
 

2
次
 
6
月
2
6日
因
、
2
8日
困
 

3
次
 
7
月
2
8日
田
、
8
月
9
日
困
 

（
航
空（
飛行
）
要員
の
み
）
 

平
成
1
3年
3
月
1
5日
か
ら
 

平
成
1
3年
4
月
1
0日
ま
で
 

申
込
書
は
、
地
域
の
支
部
長
及
び
当
 

協
会
事
務
局
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
申
込
時
に
「
無
事
故
・
無
違
 

反
証
明
書
」
（
申
請手
数
料
8
0
0
円
）
 

が
必
要
で
す
。
 

⑥
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

●

4
月
9
日
卿
、
1
1日
伽
 

9
時

、
1
7時
 

◇
対
象
 
つ
り
上
げ
荷
重
1
ト
ン
以
上
 

5
ト
ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
 

ン
運
転
業
務
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
者
 

◇
受
講
料
 
2
万
7
7
0
0
円
（
テ
キ
 

×
 

技
能
講

習
会
実
施
 

岡
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（3
5)
6
3
3

6
 

事
務
局
 
公
（3
4)6
8
1
2
北
浦
 

鯵
ケ
沢
町
出
身
で
、
五
所
川
原
市
在

住
者
に
よ
る
鯵
ケ
沢
会

（
冨
田重
照
会

長
）
会
合
を
4
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
の
名
簿
を
更
に
吟
味
し
、
案

内
漏
れ
の
な
い
ょ
う
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
も
し
、
ご
近
所
に
鯵
ケ
沢
出

身
の
市
民
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
へ
連
絡
下
さ
る
様
お
願
い
しま
す
。
 

廿
西
浜
同
郷
者
の
語
ら
い
を
 

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
廿
 

交
通
安
全
協
会
 
費
（3
4)
56
5
0
 

五
所
川
原
警
察
署
長
・
五
所川
原
交

通
安
全
協
会
長
連
名
の
平
成
1
2年
度
 

「優
良
運
転
者
表
彰
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

1
、
現
在
も
運
転
し
て
い
る
1
0年
以
上

の
無
事
故
・
無
違
反
者
。
 

2
、
協
会
会
員
で
、
地
域
の
支
部
長
の

推
薦
す
る
方
 

3
、
運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
1
番

古
い
「
取
得
年
」
が
次
の
い
ず
れ
か
 

国
際
協
力
事
業
団
東
北
支
部
 

公

0
2
2
1
2
2
3
1
4
7
2
2
 

青
年
海
外
協
力
隊
及
び
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
国
際
協
力
事
業
団

が
実
施
し
て
い
る
国
の
事
業
で
す
。
隊

員
は
、
発
展
途
上
国
の
人
々
の
国
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
事

業
団
で
は
、
平
成
1
3年
度
春
募
集
説
明

会
を
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
 

＠
海
外
青
年
協
力
隊
 

●

4
月
1
1日
困
 
5
月
8
日
因
 

1
8時
3
0分
、
2
0時
3
0分
 

青
森
県
観
光
物
産
館
ァ
ス
パ
ム
3
階
 

お
が
わ
ら
 

●

4
月
1
2日
困
 
5
月
7
日
囲
 

1
8時
3
0分
、
2
0時
3
0分
 

弘
前
文
化
セ
ン
タ
1
1
階
会
議
室
 

⑨
ソ
ーー
ア海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

●

4
月
2
3日
卿
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

青
森
県
観
光
物
産
館
ァ
ス
パ
ム
3
階
 

お
が
わ
ら
 

◇
内
容
 

派
遣
シ
ス
テ
ム
、
待
遇
等
に
つ
い
て
 

詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
映
 

画
の
上
映
や
帰
国
し
た
〇
B
、
O
G
の
 

体
験
発
表
も
あ
り
ま
す
。
 

環
境
対
策
課
 内
線
2
3
1
・2
3
3
 

4
月
1
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
 

の
施
行
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ・

 

冷
蔵
庫
・
洗濯
機
は
、
『粗
大
ご
み
』
で
 

は
な
く
な
り
ま
す
。
 

処
分
す
る
場
合
は
、処
分
し
た
い
製
 

品
を
購
入
し
た
小
売
店
か
、
買
い
替
え
 

時
に
小
売
店
（
『
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
 

と
『
収
集
運
搬
料
金
』
を
支
払
い
処
分
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
 

エ
ア
コ
ン→
3
、
5
0
0
円
 

テ
レ
ビ

→
2
、
7
0
0
円
 

冷
蔵

庫
→
4
、
6
0
0
円
 

洗
濯
機

→
2
、
4
0
0
円
 

◇
収
集
運
搬
料
金
 
各
小
売
業
者
別
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青
年
海
外
協
力
隊
及
び
 

シ
ーー
ア
海
外ボ
ラ
ンテ
ィ
ア
の

平
成
1
3年
度
 

春
募
集
説
明
会
に
つ
い
て
 

国
際
協
力
事
業
団
東
北
支
部
 

か
0
2
2
12
2
3
1
4
7
2
2
 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ
 

環
境
対
策
課
 
内
線2
3
1
・2
3
3
 

第
2
回
鯵
ケ
沢
会
 

開
催
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

事
務
局
 
公
（3
4)6
8
1
2
北
浦
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡部
五
所
川
原

募
集
事
務
所
 
公
（
3
4)
2
30
5
 

ス
ト
代
1
7
0
0
円
を
含
む
）
 

◇
締
切
 
4
月
3
日
因
（
定
員
8
0名
に
 

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◆
場
所
 

学
科
一
囲
西北
労
働
基
準
協
会
 

2
階
会
議
室
 

実
技

一
斎
勝
建
設
囲
構内
 

優
良
運
転
者
表
彰
の
お知
ら
せ

交
通
安
全
協
会
 
公
（3
4)5
6
5
0
 

、
 

鯵
ケ
沢
町
出
身
で
、
五
所
川
原
市
在

住
者
に
よ
る
鯵
ケ
沢
会
（
官
畠
重
照
会

長
）
会
合
を
4
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
度
の
名
簿
を
更
に
吟
味
し
、
案

内
漏
れ
の
な
い
ょ
う
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
も
し
、
ご
近
所
に
鯵
ケ
沢
出

身
の
市
民
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
へ
連
絡
下
さ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。
 

廿
西
浜
同
郷
者
の
語
ら
い
を
 

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
廿
 

五
所
川
原
警
察
署
長
・
五
所
川
原
交

通
安
全
協
会
長
連
名
の
平
成
1
2年
度
 

「優
良
運
転
者
表
彰
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

1
、
現
在
も
運
転
し
て
い
る
1
0年
以
上

の
無
事
故

・
無
違
反
者
。
 

2
、
協
会
会
員
で
、
地
域
の
支
部
長
の

推
薦
す
る
方
 

3
、
運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
1
番

古
い
「
取
得
年
」
 
が次
の
い
ず
れ
か
 

4
月
1
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
 

の
施
行
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン

・テ
レ
ビ

・
 

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
は
、『粗
大
）」み
』
で
 

は
な
く
な
り
ま
す
。
 

処
分
す
る
場
合
は
、処
分
し
た
い
製
 

品
を
購
入
し
た
小
売
店
か
、
買
い
替
え
 

時
に
小
売
店
（
『
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
』
 

と
『
収
集
運
搬
料
金
』
を
支
払
い
処
分
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
 

エ
ア
コ
ン
→
3
、
5
0
0円
 

テ
レ
ビ

→
2
、
7
0
0円
 

冷

蔵

庫
→
4
、
6
0
0
円
 

洗
濯

機
→
2
、
4
0
0
円
 

◇
収
集
運
搬
料
金
 
各
小
売
業
者
別
 

◇
受
付
期
間
 

4
月
9
日
囲
、
5
月
1
1日
国
 

※
締
切
日
必
着
 

◇
募
集
種
目
・
応
募
資格
 

⑨
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生
 

・

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
2
0
 

歳
以
上
、
2
6歳
未
満

［2
2歳
未
満
は

大
卒
者
（見
込
み
含
む
）
］
の
方
 

・

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み）
 

は
2
8歳
未
満
（
海
上
技
術
幹
部
候
補

生
は
、
理
学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了

者
に
限
る
。）
の
方
 

⑥
医
科

・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
 

・

医
科
・
歯
科
 

専
門
の
大
学
卒

（
見
込
み）
で
2
0
 

歳
以
上
、
3
0歳
未
満
の
方
 

・

薬
剤
科
 

専
門
の
大
学
卒

（
見
込
み
）で
2
0
 

歳
以
上
、
2
6歳
未
満

（
薬
学
修士
取
 

得
者
は
、
2
8歳
未
満
）
の
方
 

◇
試
験
期
日
 

1
次
 
5
月
2
6日
田
・
2
7日
⑩
 

(2
7日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）
 

2
次
 
6
月
2
6日
因

、
2
8日
困
 

3
次
 
7
月
2
8日
田

、
8
月
9
日
困
 

（
航
空（飛
行
）
要員
の
み
）
 

青
年
海
外
協
力
隊
及
び
シ
ニ
ア
海
外

ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
は
、
国
際
協
力
事
業
団

が
実
施
し
て
い
る
国
の
事
業
で
す
。
隊

員
は
、
発
展
途
上
国
の
人
々
の
国
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
事

業
団
で
は
、
平
成
1
3年
度
春
募
集
説
明

会
を
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
 

⑥
海
外
青
年
協
力
隊
 

●

4
月
1
1日
困
 
5
月
8
日
因
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

青
森
県
観
光
物
産
館
ァ
ス
パ
ム
3
階
 

お
が
わ
ら
 

●

4
月
1
2日
困
 
5
月
7
日
の
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

弘
前
文
化
セ
ン
タ
1
1
階
会
議
室
 

⑨
ン
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

●

4
月
2
3日
の
 

1
8時
3
0分
、
2
0時
3
0分
 

青
森
県
観
光
物
産
館
ァ
ス
パ
ム
3
階
 

お
が
わ
ら
 

◇
内
容
 

派
遣
シ
ス
テ
ム
、
待
遇
等
に
つ
い
て
 

詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
映
 

画
の
上
映
や
帰
国
し
た
O
B

、
〇
G
の
 

体
験
発
表
も
あ
り
ま
す
。
 

⑨
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
 

●

4
月
2
日
の
、
6
日
圏
 

9
時
、
1
7時
 

（
た
だ
し
、大
型
特
殊
免
許
所
有
者
は
 

2
日
間
の
受
講
で
す
）
 

◇
対
象
 
最
大
荷
重
1
ト
ン
以
上
の
フ
 

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
業
務
 

◇
受
講
資
格
 
大
型
特
殊
・
大型
・
普
 

通
自
動
車
免
許
の
所
有
者
 

◇
受
講
料
 

①
大
型
・
普
通
自
動
車
免
許
の
所
有
者
 

3
万
1
2
2
3
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
 

含
む
）
 

②
大
型
特
殊
自
動
車

（カ
タ
ピ
ラ
限
定
 

付
き
を
除
く
）
免
許
の
所
有
者
 

1
万
3
2
2
3
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
 

含
む
）
 

◇
締
切
 
3
月
2
6日
囲

（
定員
8
0名
に
 

達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

に
該
当
す
る
方
 

昭
和
2
0年
・
2
5年

・
3
0年
 

4
0年
・
4
5年
・
5
0年

◆
受
付
期
間
 

平
成
1
3年
3
月
1
5日
か
ら

平
成
1
3年
4
月
1
0日
ま
で
 

55 35 
年年 

申
込
書
は
、
地
域
の
支
部
長
及
び
当

協
会
事
務
局
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
申
込
時
に
「
無
事
故
・
無
違

反
証
明
書
」
（
申請
手
数
料
8
0
0
円
）
 

が
必
要
で
す
。
 

⑨
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

●

4
月
9
日
囲
、
1
1日
困
 

9
時

、
1
7時
 

◇
対
象
 
つ
り
上
げ
荷
重
1
ト
ン
以
上
 

5
ト
ン
未
満
の
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
 

ン
運
転
業
務
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
者
 

◇
受
講
料
 
2
万
7
7
0
0
円
（
テ
キ
 

×
 

技
能
講

習
会
実
施
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（3
5)6
3
3
6
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に達したときはその後の

自己負担はありません。 

「
 

J
 

医療機関 にかかる と き 

高齢者の患者負担が変わりました 

大病院・・・200床以上の病院（国民健康保険五所川原市立西北中央病院・医療法人白生会胃腸病院） 

その他の医療機関・・・増田病院・医療法人社団清泉会布施病院・都谷森小児科医院・山本耳鼻咽喉科

医院・安斎レディスクリニソク・小嶋歯科医院・ささき歯科医院・乗田接骨院

※これら以外の医療機関はすべて定額制の病院です。 

平成13年1月1日から健康保険法等が改正され、あなたが 

医療機関の窓ロで支払う一部負担額は次のとおりとなりました。 

あなたが窓ロで支払う一部負担金は 

医療機関で 	 3,000円 

大病院で受診された方は 	 5, 000円 

・医療機関で院外処方せんを交付された方は 

医療機関で 	 1,500円 

薬局で 	 1, 500円 

大病院で受診された方はそれぞれ 	2, 500円 

※ 1割負担の医療機関名 

r ①医療費の1割負担医療機関では同一の医療機関での負担額が1カ月【 

・医療機関で院外処方せんを交付されなかった方は 

来 の と 

              

              

   

老人医療受給対象者数  

~ 

 

              

              

              

              

              

              

              

              

              

     

老人医療費 

    

              

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

B 

11 

一 10 

9 

老人医療受給対象者数と 
兆円 老人医療費の推移 百万人 
11 	 16 

我
が
国
の
高
齢
化
比
率

（
総
人口
に

占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
割
合
）
は
、
 

す
で
に
世
界
最
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ

e高
齢
化
し
た
ス
ピ
ー
ド
は
、
 

世
界
に
例
の
な
い
ほ
ど
速
い
も
の
で
す
。
 

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
年
々
急

激
な
増
嵩
を
続
け
て
い
る
老
人
医
療
費

を
適
正
な
も
の
と
し
、
国
民
が
い
か
に

公
平
に
負
担
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

は
、
老
人
保
健
制
度
を
長
期
的
に
安
定

し
た
も
の
と
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
医
療
費

に
対
す
る
コ
ス
ト
意
識
の
喚
起
、
介
護

保
険
利
用
者
負
担
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
当
市
の
医
療
費
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
 
部
負
担
金
が
引
き
上
げ
ら
 

ふ
え
続
け
る
医
療
費
 

医
療
費
は
、
年
々
ふ
え
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
の
ー
つ
と
し
て
、
 

人
口
の
高
齢
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

お
年
寄
り
に
な
る
と
、
病
気
に
な
り

や
す
く
し
か
も
治
り
に
く
く
な
る
た

め
、
ど
ー
っ
して
も
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
。
病
気

と
う
ま
く
つ
き
あ
う
と
と
も
に
、
か

か
っ
た
医
療
費
に
も
関
心
を
も
ち
、
 

よ
り
よ
い
医
療
を
受
け
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
 

れ
た
平
成
十
年
度
を
除
い
て
は
、
年
々

右
肩
上
が
り
で
医
療
費
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
 

増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る
た

め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に

対
す
る
知
識
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
あ
れ
ば
そ
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
を
守
る
よ

う
に
努
め
ま
せ
ん
か
。
 

1
 家
族
単
位
で
診
て
も
ら
う
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
を
決
め
て
お
く
こ
と
。
 

2
 複
数
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

る
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
に
ほ
か

の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
こ
と

を
告
げ
、
指
導
を
受
け
、
重
複
受
診

を
見
直
す
こ
と
。
 

15 

14 

13 

12 

②定額制の診療所では、負担額は 1日につき800円となり、1カ月に 5日以上通院した場合は、その月の 

5日目以降の通院についての自己負担はありません。 

※薬局で薬を受けとるときは、薬局での負担はありません。 
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に達したときはその後の

自己負担はありません。 
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医療機関 にかかる と き 

高齢者の患者負担が変わりました 
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※これら以外の医療機関はすべて定額制の病院です。 

平成13年1月1日から健康保険法等が改正され、あなたが 

医療機関の窓ロで支払う一部負担額は次のとおりとなりました。 

あなたが窓ロで支払う一部負担金は 
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大病院で受診された方は 	 5, 000円 

・医療機関で院外処方せんを交付された方は 
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二
十
二
社
目
と
な
っ
た
 

「隆
 
盛

」
 

市
と
立
地
基

本
協
定
調
印
 

、
 

一
一月
二
十
八
日
、
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
に
新
築
移

転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
有
限
会
社
「
隆

盛
」
（
敦賀
ミ
サ
子
代
表
取
締
役
）
と
市

の
立
地
基
本
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
 

成
田
市
長
と
敦
賀
代
表
取
締
役
が
調
印

し
ま
し
た
。
 

土
木
建
設
や
不
動
産
賃
貸
業
を
営
む

同
社
は
、
六
千
六
百
ゴ
の
用
地
に
鉄
骨

二
階
建
て
の
社
屋
を
今
年
九
月
に
建
設
。
 

来
年
の
四
月
か
ら
操
業
予
定
で
す
。
 

こ
れ
で
、
同
工
業
団
地
（
の
立
地
は

二
十
二
社
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

入 院 し た と き 
基本的に入院費の 1割を負担しますが、同一の医療機関での負担額が、 1カ月に37, 200円に達したと

きは、その後の自己負担はありません。 

また、次の（ひ②）の場合には、負担額が 1カ月にそれぞれの額に達したときは、その後の自己負担はあ

りません。 

①市民税非課税世帯等に属する方 
	

… 24,600円 

②市民税非課税世帯等に属する方で、老齢福祉年金を受給している方 … 15,000円 

※特定疾病の認定を受けている方の一部負担金も限度額は、従来どおり10, 000円です。 

※市民税非課税世帯等の入院時、一部負担金限度額の適用を受けるには、保険給付係で申請しなけれ 

ばなりません。（保険証と印鑑持参） 

食事代については 1日780円と決められていて、日数分を支払います。しかし、次の方は保険給付係で

申請すると市民税非課税世帯等の食事標準負担額減額認定が受けられます。 

①市民税非課税世帯等に属する方 

90日までの入院 1日につき650円 

91日目以降の入院 1日につき500円 

②市民税非課税世帯等に属する方で、老齢福祉年金を受給している方 

1日につき300円 

※どちらの認定も申請するところは国保年金課老人医療 7 番の力ウンターですに 

老人訪問看護を利用したとき 
訪問看護ステーションから訪問看護サービスを利用した場合は、かかった費用の 1割を自己負担しま

す。 

または 
かかった費用の 1割を負担 

1カ月に3, 000円までを負担します  

1日600円の定額負担 

1カ月に 5回ま でを負担します 

※訪問看護ステーションによってどちらかになります。 

補 装 具 費 用 の 給 付 
医師の指示により治療用補装具（コルセット等）を作った場合は、医師の診断書、コルセット等の領

収書、印鑑、通帳（本人名義で郵便局以外）をお持ちになり手続きすると、その 9割が返還されます。 

間い合わせ 国民年金課 老人保健担当 内線216 
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地
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の
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地
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入 院 し た と き 
基本的に入院費の1割を負担しますが、同一の医療機関での負担額が、 1カ月に37, 200円に達したと

きは、その後の自己負担はありません。 

また、次の（I厄）の場合には、負担額が 1カ月にそれぞれの額に達したときは、その後の自己負担はあ

りません。 

①市民税非課税世帯等に属する方 

②市民税非課税世帯等に属する方で、老齢福祉年金を受給している 

	 24, 600円 

方… 15,000円 

※特定疾病の認定を受けている方の一部負担金も限度額は、従来どおり10, 000円です。 

※市民税非課税世帯等の入院時、一部負担金限度額の適用を受けるには、保険給付係で申請しなけれ 

ばなりません。（保険証と印鑑持参） 

食事代については 1日780円と決められていて、日数分を支払います。しかし、次の方は保険給付係で

申請すると市民税非課税世帯等の食事標準負担額減額認定が受けられます。 

①市民税非課税世帯等に属する方 

90日までの入院 1日につき650円 

91日目以降の入院 1日につき500円 

②市民税非課税世帯等に属する方で、老齢福祉年金を受給している方 

1日につき300円 

※どちらの認定も申請するところは国保年金課老人医療①番の力ウンターです。 

利用したとき 

 

訪問看護ステーションから訪間看護サービスを利用した場合は、かかった費用の 1割を自己負担しま

す。 

または 
かかった費用の 1割を負担 

1カ月に3,000円までを負担します  

1日600円の定額負担 

1カ月に 5回ま でを負担します 

※訪問看護ステーションによってどちらかになります。 

「 	補 装 具 費用 の 給 付 

医師の指示により治療用補装具（コルセット等）を作った場合は、医師の診断書、コルセット等の領

収書、印鑑、通帳（本人名義で郵便局以外）をお持ちになり手続きすると、その 9割が返還されます。 

ー  

間い合わせ 国民年金課 老人保健担当 囚線21b 
	 一／ノ 

7 	平成13年 3 月15日 
	

五所川原市役所 公35- 2111 



〈連載第29 ) 口 

ら曽 

本
来
の
保
険
料
の
額
 A 	A 	A 	A 	A 
平成12年4月 	平成12年10月 	中成13年4月 	平成13年10月 	平成14年4月 

△
 

V  
▲ 

な し 

4 分の 1 に減額 

平成12年度 

4 分の 3 に減額 

平成13年度 

ク） 

平成14年度 

減額なし 

平成12年4月1日より介護保険制度がスタートしてもうすぐ 1年になります。 

今回は、平成13年度介護保険料（65歳以上）についてお知らせいたします。 

★国の特別対策 
国の特別対策により、平成12年度と13年度の保険料は次のように軽減されています。 

◇平成12年 4 月から 9 月まで 	保険料を納付する必要はありまぜん。 

◇平成12年10月から平成13年 9 月まで・・・保険料を半額にします。 

◇平成13年10月以降 	 本来の保険料を納付していただきます。 

第 1 号被保険者（65歳以上）介護保険料 

段 階 対 象 	者 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

第 1段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯市民税非課税 5, 139円 15, 417円 20, 556円 

第 2 段階 世帯全員が市民税非課税 7, 709円 23,126円 30, 834円 

第 3 段階 本人市民税非課税（世帯の中に市民税課税者がいる場合） 10,278円 30, 834円 41, 112円 

第 4 段階 本人市民税課税で合計所得金額が250万円未満 12,848円 38, 543円 51,390円 

第 5 段階 本人市民税課税で合計所得金額が250万円以上 15,417円 46, 251円 61,668円 

★保険料の徴収方法 
保険料の徴収力法は特別徴収と普通徴収の 2 種類があります。 

◇特別徴収 

基準日（毎年度の 4 月 1日）において65歳以上で、老齢・退職を事由とする年金の受給額が年額 

18万円（月額 1万 5 千円）以上の方は、偶数月（年 6 回）に支払われる年金から天引きとなります。 

※老齢福祉年金・障害年金・遺族年金・恩給からは特別徴収されません。 

◇普通徴収 

特別徴収以外の方は納付書による直接納付となり、 7 月から12月までの 6 期で納付していただ 

きます。 

★保険料の所得段階の決定について 
平成13年度介護保険料の所得段階は、半成13年 6 月 1日に賦課期日（ 4 月 1日）現在における世

帯全員の市町村民税の課税・非課税の別、及び被保険者本人の所得状況の確定に伴い決定します。 
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額18万円以上受給していますが、介護保険料は何月分から 

納付することになるの？ 

また、年金から特別徴収されるの？ 

■ 第1号被保険者としての介護保険料は65歳到達月（誕生

日の前日に属する月）の分から納付することになりますの

で、 4 月分から介護保険料を納付することになります。 

◇例】5月1日生まれの人 

→4月分から介護保険料を納付することになります。 

5月 2日生まれの人 

-+5月分から介護保険料を納付することになります。 

介護保険料の納付方法は普通徴収の方法により介護保険

料を納付していただくことになります。 

◇平成13年 4 月 2日から平成14年 4 月 1日までの間に満65 

歳になられる方は老齢・退職を事由とする年金を年額18万

円以上受給していても基準日（毎年度の 4 月 1日）におい

て64歳ですので、普通徴収の方法により介護保険料を納付

していただくことになります。 

また、平成13年度 4 月 2日から平成14年度 4 月 1日まで

の間に転入されてきた方（65歳以上）も基準日（毎年度4 

月 1日）に五所川原市に居住していないため普通徴収の方

法により介護保険料を納付していただくことになります。 

額18万円以上受給していますが、平成12年度介護保険料は、 

普通徴収の方法により納付しました。平成13年度の介護保

険料は年金から特別徴収されるの 7 

■ 平成13年 4 月から 9月までの介護保険料は普通徴収の方

法により 7月から 9月までの 3期（回）で納付していただ

き、10月以降は特別徴収（年金より天引き）の方法により

徴収されることになります。（下表のとおり） 
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◇平成12年 4 月 2日から平成13年4 月 1日までの間に、満 

65歳になられた方及び転入されてきた方（65歳以上）で基

準日（毎年度4 月 1日）において老齢・退職を事由とする

年金の受給額が年額18万円以上の方は、平成13年4 月から 

9月までの介護保険料は普通徴収の方法により 7月から 9 

月までの 3期（回）で納付していただき、10月以降は特別

徴収（年金より天引き）の方法により徴収されることにな

ります。 

また、年金の受給額が年額18万円未満の方、又は年金を

受給していない方は普通徴収の方法により 7月から12月ま

での6期（回）で納付していただくことになります。 

' 1ム‘よ口ロ不ulu干 'U月w口土よU' ぐ工兄イ土b切戎ぐ 90 午主て井二 回 私は昭和n年 5 月 1 日生まれで現在64歳です。年金を年~回 私は昭和10年10月10日生まれで現在"5歳です。年金を年 
i 

★特別徴収の対象者へのお知らせ 
特別徴収の対象者の方は平成13年 4 月から 8月まで平成13年度介護保険料が仮徴収され、10月

からは本徴収されます。 

◇対象者の方には平成13年 3月下旬に介護保険料特徴仮徴収額通知書を送付しお知らせいたし 

ますが、下表のとおり平成13年 4 ・ 6 ・ 8月は平成13年 2月に徴収された額と同額が仮徴収さ 

◇平成12年度中に特別徴収（10・12・ 2月に年金より天引き）の方法により保険料を納付された

方には、特徴仮徴収額通知書送付時に介護保険料領収書を併せて送付いたします。 

◇平成13年度介護保険料は平成13年 7月 1日付にて介護保険料特別徴収額決定通知書を送付し、 

お知らせいたします。 

‘並と品l当liinノワ、寺汁価中ノ、 ／7 七、lrn で＋』ー 
パ白」也1以1x、ノノ入U勿く日‘、v/OJ入Uつヒ 

ド成13年度介護保険料は半成13年 7月 1日付にて平成13年度介護保険料納入通知書を送付いた

しますので、各納期限内に納付してください。 

◇介護保険料の納期についてお知らせします。 

平成12年度は10月から12月までの 3期（回）で納付していただきましたが、平成13年度以降は 

7月から12月までの6期（回）で納付していただくことになります。 

介護保険Q&A 

★各段階の納期ことの保険料及び特別徴収月（偶数月）ごとの保険料につきま

しては市広報6月15日号にてお知らせいたします。 

（ 間い合わせ先 〇保険料のことは 介護保険課資格管理係内線273・271 〇申請・サービスのことは 介護保険課認定給付係内線274・272 ) 
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第 2段階 2, 500円 2,5001 円 2, 5001 円 2, 5001 円 
第 3段階 3, 400円 3,400円 3,400円 3,4001 円 
第 4段階 4, 200円 4, 200円 4,200円 4, 2001 円 
第 5段階 5, 100円 5, 100円 5, 100円 5, 1001 円 
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3ffl42撫驚懸霧が移転します 
旧産経会館を市庁舎北棟と命名！! 

市役所を訪れるお客様の利便性向上を図るため産経会館を取得したことに伴い、教育委員会が 

3月19日（月）から市庁舎北棟 3階に、福祉事務所は 4 月23日（月）から北棟 1階に移転します。 

また、環境対策課、相談室の位置も 4 月 2 日明）から変わりますので、ご来庁の際にはお間違え

のないようにお願いいたします。 

L ＝一一．,＝ー,- 3月1日号の広報で掲載した福祉事務所の移転は都合により 4 月23日に変更になりましたので

お託ひと言」止…お詫びして訂正いたします。 

国保年金課 
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!J 3 歳児健診

三 ×試食作品 

材 料（12個分） 
にんじん 	 4og 
さつまいも、かぼちゃ 	 各80 g 
小松菜、レーズン 	  各30 g 
「砂糖 	  大さじ 3 
uL水 	  カップ 1 
「ホットケ キの素 	200 g 

bl 告乳 

Lバター 	  20 g 

(114kca たんばく質 2.3g 脂質 2.5 g) 

40 g 

作1J方 
①野菜を 5ミリ角に切り、レーズンと共に a で軽く 

下茄でして水を切る。 

小松菜は茄でてみじん切りにする。 

② bを混ぜ、①を加えてからアルミカップに分け入 

れ、中火で1 2-1 5分蒸す。 

Iうさぎさんケ んケ キ 	I 

かんたん 

手作り 

おやつ⑩ 

五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 

各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

石田坂公民館 3 月23日（幻 10:30~ 12:00 

すくすく健診 
◆場所ー働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間・‘・12時30分から12時45分 

※ 3歳児健診のみは12時15分から12時30分

◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成12イ~三 

11月生まれ 

4 月 3［」 

因 

小児科診察、神経芽細胞 
腫検査セット配布、離乳 
食試食、育児情報交換等 

1歳 6 カ

月児健診 

平成11年 

10月生まれ 

4 月24日
因 

小児科・歯科診察 
歯科保健指導 
発達相談等 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成 9年 

12月生まれ 

4 月19日
困 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、尿検査、 
視聴覚検査、発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女性課までご
連絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受け

ることができます。 

母と子の相談日 

◆場所ー働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

4月4日困・4月18日困 10:00-12 :00 各月齢での成長、発達、 

※18日の午後は電話予約
となっています。 13:00~ 15 :00 

育児、遊び栄養（離乳
食等）相談 

属ゃっにも野菜やいも類を入れ八 
ビタミンや食物繊維の不足を補い ＼、、 

ましょう。うさぎの様に元気になれる 

マ、な。 	 ノ 

献血のご案内 

期 日 時 	間 場 	 所 

3月28日
困 

10: 00~ 15:30 東芝メデイア機器株式会社前 

4 月 4 日
岡 

10:00-- 16:00 五所川原消防署前 

成分献血の日 
4 月10日 
因 

9 :30-- 14:30 働く婦人の家・保健センタ11階 

※予約制になっていますので、ご希望の方は 3 
日金までに、はっらっ女性課へご連絡くださるよ 
うお願いいたします。 

月30 

妻《1’角」 I土 医療当隣1 	 I△ ，’「塗山、」 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

3 月18日 日
  

安斎レデイスクリニック 
五所川原市字

一ッ谷148 
33- 1103 

3月20日 火
  

三上眼科医院 
五所川原市字

旭町59 
35-2577 

3月25日 日
  

田辺胃腸科外科医院 
五所川原市字

旭町40-1 
35-6355 

※ 1．対応時問（電話で確認）午前 9時から午後 5時まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内合34-4999）で紹介します。 
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